
の
社
会
進
出
や
単
身
・
高
齢
者
世
帯
の
増

加
に
よ
り
伝
統
的
な
食
文
化
が
薄
れ
、「
家

庭
で
の
調
理
を
要
し
な
い
加
工
食
品
や
総

菜
」、「
少
量
サ
イ
ズ
の
商
品
」、「
ネ
ッ
ト
販

売
に
よ
る
食
品
購
入
」な
ど
、新
た
な
サ
ー

ビ
ス
形
態
に
よ
る「
食
」が
普
及
し
て
い
ま

す
。ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
反
映
し

た
新
た
な「
食
」は
、利
便
性
が
高
く
、生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、生
産
現
場

と
の
距
離
が
遠
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
が
町
の
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
る

美
郷
町
は
、生
産
現
場
に
近
く
、生
産
者
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、収
穫
し
た
て
の
農
産

物
を
す
ぐ
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な「
食
」の
ス
タ
イ
ル
を
選
べ

る
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、地
元
産
の
農
産
物

を
積
極
的
に
食
生
活
に
取
り
入
れ
る「
地

産
地
消
」を
心
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
食
」は
、人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
基

本
的
な
営
み
の
一
つ
で
す
。近
年
は
、女
性

の
社
会
進
出
や
単
身
・
高
齢
者
世
帯
の
増

加
に
よ
り
伝
統
的
な
食
文
化
が
薄
れ
、「
家

庭
で
の
調
理
を
要
し
な
い
加
工
食
品
や
総

菜
」、「
少
量
サ
イ
ズ
の
商
品
」、「
ネ
ッ
ト
販

売
に
よ
る
食
品
購
入
」な
ど
、新
た
な
サ
ー

ビ
ス
形
態
に
よ
る「
食
」が
普
及
し
て
い
ま

す
。ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
反
映
し

た
新
た
な「
食
」は
、利
便
性
が
高
く
、生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、生
産
現
場

と
の
距
離
が
遠
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
が
町
の
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
る

美
郷
町
は
、生
産
現
場
に
近
く
、生
産
者
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、収
穫
し
た
て
の
農
産

物
を
す
ぐ
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な「
食
」の
ス
タ
イ
ル
を
選
べ

る
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、地
元
産
の
農
産
物

を
積
極
的
に
食
生
活
に
取
り
入
れ
る「
地

産
地
消
」を
心
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

１年間に市町村内の各産業の生産活動によって生み出された付加価値の総額を示したもので、生産され
た商品やサービスの額（産出額）から、原材料や部品代など（中間投入額）を控除して求められます。市町村内総生産とは

実数
（百万円）

市町村

美郷町

大仙市

仙北市

秋田市

県

43,079 9.4％

5.2％

6.2％

0.5％

3.2％

第１次産業
（農林水産業）

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

計

ｰ0.6％

ｰ0.6％

ｰ0.6％

ｰ0.6％

ｰ0.6％

輸入品に
課される
税・関税等

0.0％

0.4％

1.0％

0.2％

0.3％

鉱業

12.3％

12.6％

9.1％

9.9％

17.6％

製造業

第３次産業第２次産業

6.2％

8.7％

10.4％

5.2％

6.5％

建設業

10.0％

9.9％

5.9％

14.0％

10.4％

卸売・小売業

15.9％

13.1％

13.5％

12.5％

12.4％

不動産業

46.7％

50.7％

54.4％

58.2％

50.2％

その他

245,039

78,470

1,278,616

3,563,010

が
生
き
て
い
く
た
め
の
基

「
食
」は
、人
がが
生
き
て
い
く
た
め
の

食
は

が

「
食
」は
、人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
基

本
的
な
営
み

本
的
な
営
み
のの
一
つ
で
す
。近
年
は
、女
性

つ
で
す
。近
年
は
、女
性

地
産
地
消

美
郷
町
産
野
菜
で

市町村内総生産　実数および経済活動別構成比

（平成29年度 秋田県市町村民経済計算）　※端数処理をしているため、各産業の構成比の合計と計は一致しません。
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　美郷町では、複数の産地直売所が連携し、美郷直売ネットワーク協
議会として活動しています。どの直売所も多彩な品揃えが特徴です。
収穫したての野菜類が店頭に並びますので、食べごろの品をすぐに
購入していただけるのが直売所の魅力だと思っています。
　協議会の活動の中で重きを置いているのが、学校給食への食材の
納入です。地域によっては地場産野菜の使用率が低いところもある
ようですが、美郷町では直売所同士が連携し、地元で作られた野菜を
できるだけたくさん納入しようと努力しています。「美郷給食」の時に
は、我々生産者のことを紹介してくれるので、町の中で会った子ども
たちが「トマトのおじさんだ」などと声を掛けてくれることもあり嬉しい
限りです。生産者の顔が分かる安心感が子どもたちに伝わるといい
なと思っています。

営
業
時
間
●
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
（
冬
季
は
午
前
9
時
か
ら
）

所
在
地
●
六
郷
字
大
町
35
番
地

定
休
日
●
日
曜
日

営
業
時
間
●
午
前
９
時
〜
午
後
4
時

所
在
地
●
千
屋
字
下
相
野
63
番
地
1

定
休
日
●
日
曜
日
、年
末
年
始

電
話
番
号
●
0
1
8
7（
85
）2
0
0
6

営
業
時
間
●
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時

所
在
地
●
六
郷
東
根
字
下
馬
転
1
2
0
番
地

定
休
日
●
毎
月
第
２・第
４
水
曜
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始

電
話
番
号
●
0
1
8
7（
84
）1
9
0
1

営
業
時
間
●
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
　
　
　

  （
10
月
か
ら
3
月
は
午
後
５
時
ま
で
）

所
在
地
●
六
郷
字
馬
町
83
番
地

　
　
　
　
　
（
名
水
市
場
湧
太
郎
内
）

定
休
日
●
毎
週
水
曜
日

営
業
時
間
●
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
　

  （
12
月
か
ら
3
月
は
午
後
５
時
ま
で
）

所
在
地
●
金
沢
字
下
舘
1
2
4
番
地

定
休
日
●
１
月
１
日

電
話
番
号
●
0
1
8
2（
37
）3
0
0
0

①
か
あ
ち
ゃ
ん
市
場

②
農
山
物
直
売
所
ほ
た
る
の
里

③
美
郷
町
あ
っ
た
か
山
直
売
所

④
美
郷
屋

⑤
道
の
駅
美
郷

美
郷
直
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

  

協
議
会
会
員
店
舗

少し足をのばしてみよう
地元の生産者が手掛けた農産物を農産物直売所で購入することができます。できます

贈り物に地元産品を選ぼう
受け取った方から、美郷町について興味、
関心を持ってもらうきっかけになります。

美郷町産、秋田県産を購入しよう
毎日の買い物では、美郷町産、秋田県産の表示が
あるものの購入を心掛けることで、地元産品の消費
拡大につながります。

できることから
始めてみよう

「地産地消」の
取り組み

「多彩な旬の野菜を
　　　 　食べてほしい」
美郷町あったか山直売所運営協議会
会長　髙橋 勝夫 さん

生産者さんの声

　

美
郷
町
立
小
中
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

美
郷
町
産
の
食
材
を
多
く
取
り
入
れ
た
献
立
の

日
を
定
期
的
に
設
け
、「
美
郷
給
食
」、「
美
郷
っ
子

ラ
ン
チ
」と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。使
用
し
た
地

場
産
食
材
と
生
産
者
情
報
を
一
緒
に
伝
え
る
こ

と
で
、こ
の
地
域
で
収
穫
で
き
る
食
材
へ
の
理
解

を
深
め
る「
食
育
」の
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
♥「
美
郷
給
食
」

「
美
郷
っ
子
ラ
ン
チ
」

町内の観光スポットを訪ねてみよう
新たな味や特産物に出会うことができ、
美郷町の魅力を再発見できます。
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